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（写）



長等と意見交換を実施した。 

（２）要望書の内容を受け、近隣の校区での検討も必要であるとし、神戸・美穂・
大和地区による「江山校区の学校のあり方を考える会」が立ち上がったこと
から、そこでの議論の動向を見据え、集約された内容を踏まえて審議するこ
ととした。 

（３）神戸小学校の現状を把握するために、授業参観及び教職員からのヒアリン
グを実施するとともに、美和小学校及び江山中学校との位置把握を行った。 

（４）中長期的な検討も含め慎重に審議を行い、神戸小学校及び美和小学校、並
びに江山中学校の３校による「小中一貫型小学校・中学校又は義務教育学校」
を設置する旨の答申を行った。 

（５）徳尾・古海地内分譲宅地造成工事に伴う開発行為事前協議申請が市に提出
されたが、当該区域は、小学校区については大正小学校と世紀小学校の２つ
の校区に分かれていることから、市教育委員会より当該区域の校区のあり
方について意見を求められた。 

（６）審議会は、当該区域の視察を実施し、「子どもたちの育ち」、「通学面」、「地
域とのつながり」の３つの視点に鑑み、慎重に審議を行い、当該区域のうち、
現行世紀小学校区となっている部分を、大正小学校区に移すことが望まし
いという意見で全会一致し、市教育委員会に報告した。 

（７）第１２期において、城北小学校の児童が八千代橋を渡ることに危険性があ
るとし、中間答申された「千代川以西エリア」について、その現状を把握す
るために、隣接校区の大正小学校・世紀小学校・高草中学校の位置や、八千
代橋をはじめ通学路等の現地確認を行った。 

（８）また、城北小学校の児童数が増加していることから、城北小学校の校舎内
見学や、施設・教育活動等に関するヒアリングを教職員に行った。 

（９）「逢坂の教育を考える会」より、気高町内の小学校の新設統合を望む要望
書が提出されたことを受け、逢坂小学校の現状を把握するために、授業参観
及び考える会会長や教職員からのヒアリングを実施するとともに、気高中
学校区の小・中学校及び隣接校区の鹿野学園の位置確認を行った。 

（１０）気高町内の他の小学校区においても、検討組織づくりを推進することを
確認した。 
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２ 次期審議会への申し送り事項 

（１）基本方針について 

○将来を担う子どもたちにとって、どのような校区編成が良いのか、全市的
かつ中長期的な視点で適切な校区設定を行うことが必要である。 

○基本的に、審議会としては、地域で今後の学校のあり方を検討していく組
織づくりを期待し支援するとともに、そこでの議論の結果を踏まえて再編
のあり方を判断すべきものと思料する。しかしながら、「児童生徒の通学面
での負担がある」、「児童数増加に伴う教室不足が懸念される」などの喫緊の
課題を解決する必要がある場合や、「地域住民の総意をまとめることが難し
い」といったエリアについては、審議会として、対象校区住民全体の意向を
把握しながら、審議を進めていくことも一つの方法であると考える。 

（２）千代川以西エリアについて 

○千代川以西エリアの審議に際し、八千代橋を渡ることの安全性の課題及
び地域住民の小・中学校区への思い、並びに城北小学校の児童数増加に伴う
教室不足の課題等、総合的に考慮する必要がある。 

○審議と併せて、現在の児童生徒の保護者、将来子どもを学校に通わせるこ
とになる未就学児の保護者をはじめ、地域の意向を把握することが重要で
ある。 

○千代川以西エリアは、広範囲で歴史的な背景もあり、アンケート調査等の
方法を用い、地域全体の意向が把握できるよう工夫する必要がある。 

（３）気高中学校エリアについて 

○気高中学校エリアについては、「逢坂の教育を考える会」より、気高町内
の小学校の新設統合を望む要望書が提出されたことから、課題解決に向け
た審議を急がれたい。 

○また先般、「瑞穂の教育を考える会」が立ち上がるなど、気高町内で学校
づくりについての機運が高まりつつある中、他の小学校区においても、将来
を見据えた学校のあり方を考える検討組織づくりを推進するとともに、立
ち上げを支援することが重要である。 

○気高町内の小学校区で議論が活発になるのに併せて、中学校も含め、気高
町全体の将来の子どもたちの教育を見据えた議論が一層深まるような工夫
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が必要である。 

（４）その他エリアについて 

○中心市街地エリア、河原中学校エリア、小規模小学校については、検討組
織の立ち上げを支援するとともに、既に地域での検討が組織されている校
区については検討状況等の把握に努め、地域と連携を深めながら学校のあ
り方を検討されたい。 

※ なお、審議に際しては、別添「第１３期鳥取市校区審議会中間まとめ一覧
表（平成３０年６月２６日改定版）」を参照のこと。 
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≪一覧表≫ 議論が必要な学校区に関する検討課題整理（平成 30年 6月 26 日改定版） 
 
◇議論が必要な学校区 

エリア 懸念される項目 基準 検討課題 選択肢の一例 

① 全中学校エリア めざす子ども像 
「ふるさとを思い 志をもつ子」の実現 

― ・魅力ある学校づくり、地域とともにある学校づくりを推進す
るにはどうすればいいか。 

・検討組織の立ち上げ 
・コミュニティ・スクールの推進 ≪※1≫ 
・中学校区における小中連携・小中一貫教育の促進 等 

 
◇早急な議論が必要な学校区 

エリア 懸念される項目 基準 検討課題 選択肢の一例 

② 千代川以西エリア 
（城北小、大正小、世紀小） 

通学上の安全面 
適正配置に関する項目 
大規模化に伴う教育効果 

Ⅰ-2 
Ⅲ-1 
Ⅲ-2 
Ⅲ-3 
 

・現在の学校より近くに別の学校があること、通学路に危険（交
通量の多い道路、橋）があるため、学校生活に支障をきたして
いる点をどのように解消するのか。 
・教室数の不足など施設面の課題をどのように解消するのか。 

・小小連携の強化（集合授業） 
・通学区域制の弾力的運用 ≪※2≫ 
・学校選択可能な調整区域の設定 ≪※3≫ 
・中学校選択制 
・検討組織の立ち上げ 
・通学区域の再編成 等 

③ 気高中学校エリア 
（宝木小、瑞穂小、逢坂小、浜村小も含む） 

小規模化に伴う教育効果 Ⅰ-1 ・気高中学校区として小規模化に伴って懸念される教育効果の
課題をどのように解決するのか。 
 

・検討組織の立ち上げ 
・小規模校転入制度の導入      
・小中一貫校（義務教育学校 ≪※4≫）の設置 
・西部地域の小小連携（集合授業）の促進 
・教育情報環境の整備 
・ふるさと教育カリキュラムの導入   
・学校の統廃合 等 

④ 中心市街地エリア 
（久松小、醇風小、遷喬小、日進小、富桑小、
明徳小、美保小） 

適正配置に関する項目 
小規模化に伴う教育効果 

Ⅰ-1 
Ⅲ-1 
Ⅲ-4 
Ⅲ-5 
 

・中心市街地の空洞化が指摘されている中、狭い範囲に学校が
あることと、小規模化に伴う教育効果の課題をどのように解決
するのか。 
 

・小小連携（集合授業）の強化 
・通学区域制の弾力的運用 ≪※2≫ 
・学校選択可能な調整区域の設定 ≪※3≫ 
・複数校区での管理運営部門の統合（キャンパス方式）  
・学校の統廃合 
・検討組織の立ち上げ 
・通学区域の再編成 等   

⑤ 河原中学校エリア 
（西郷小、散岐小・河原第一小も含む） 

小規模化に伴う教育効果 Ⅰ-1 ・河原中学校区として小規模化に伴って懸念される教育効果の
課題をどのように解決するのか。 

・検討組織の立ち上げ 
・小規模校転入制度の導入      
・小中一貫校（義務教育学校 ≪※4≫）の設置 
・小小連携（集合授業）の促進 
・教育情報環境の整備 
・ふるさと教育カリキュラムの導入   
・学校の統廃合 等 

⑥ 小規模小学校 
（東郷小、明治小、佐治小） 

小規模化に伴う教育効果 Ⅰ-1 ・各小学校区として小規模化に伴って懸念される教育効果の課
題をどのように解決するのか。 
 

・検討組織の立ち上げ 
・魅力ある学校づくり（教育課程特例校制度等）への取り組み 
・学校間交流学習等の強化 
・小規模校転入制度の効果的な運用と制度の充実 
・学校の統廃合 等 
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◇基準についての分類 

５学級以下 小規模化により教育上の課題がある場合
(将来予測も含む)

２５学級以上 大規模化により教育上の課題がある場合

(将来予測も含む) ※教室数の不足など施設面の課題も含む

Ⅱ-1 通学距離・時間が長い

Ⅱ-2 通学手段の検討を要する

Ⅲ-1 現在の学校より近くに別の学校があり、保護者などから要望や苦情がある

Ⅲ-2 通学路に危険がある(交通量の多い道路、橋、踏切等）

Ⅲ-3 校区と自治会が整合しない地域

Ⅲ-4 中心市街地の狭い範囲に学校がある

Ⅲ-5 その他地区から要望がある

Ⅲ 　適正配置に関する項目

Ｉ-1

Ｉ-2

学校・学級規模に
　関する項目Ⅰ

Ⅱ 　通学に関する項目
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